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今年度要求のポイント

関連事業

事 業 名 市内産業集積活性化事業

3,400

24,036

泉北ニュータウン再生型産業集積促進補助金

事 業 費

本市の特定地域において、業務系機能や見せる小売機能の集積を図る
ことにより、市内産業の活性化、雇用の拡大及びまちのにぎわいの創
出等を図る。

スケジュール（経過及び今後展開）

合計 51,13333,436

引き続き実施

【今後（27年度～）】

12,800 新規(賃貸)1,700千円×4件、(購入等)6,000千円×1件

その他　特記事項

平成25年度予算額 平成26年度要求額

全体事業費

26年度要求額

現在都心地域・泉北ニュータウン地域への事業所集積の促進を図っており、加え
て中百舌鳥駅周辺に対象区域を拡大する。

25年度予算

51,13333,43610,076

主な要求内容 （単位：千円）

都心地域業務系機能集積促進事業補助金

その他

新規(賃貸)1,700千円×2件

34,933

（オフィス型）継続分11,033千円＋1,700
千円×4件＋6,000千円×1件
（見せる小売型）6,000千円×1件＋1,700
千円×3件

内容・積算等

・関西国際空港利活用企業の誘致を強化
・S-cube企業の市内定着を強化
・泉北ニュータウン地区での産業集積を強化

・実施している業務系機能集積促進事業を
中百舌鳥に地域拡大。

【経過（～25年度）】 【26年度】

１　都心地域業務系機能集積促進事業（一部拡充）
　　本市の都心地域に業務系機能の集積を促進するため、都心地域内の特定
　地区に事業所を新設又は移転する場合の補助制度を継続。
　　文化観光拠点や市民会館建替と連携し、将来を見越して、見せる
　　小売型におけるメインストリートにフェニックス通りを追加し、さらに
　　範囲を拡大。
２　泉北ニュータウン事業所集積促進事業（継続）
　　暮らしを支える業務系機能（金融機関、インフラ系営業所、地域住民の
　小規模事業展開スペースの設置等）、身近な職場としての業務系機能
　（コールセンター等）の配置を誘導するため、泉北ニュータウン内の特定
　地区に事業所を新設又は移転する場合の補助を導入（補助要件は都心地域
　に比べ業種を広げて対象とし、補助対象経費、補助率、補助限度額は、都
　心地域業務系機能集積促進事業補助金（オフィス型）と同様とする。併せ
　てS-cube企業特例を措置）
３　中百舌鳥都市拠点産業集積促進事業（新規）
　　公共交通の利便性の高い地域において、業務系機能を集積するための補
　助制度を導入して産業集積を促進

事業目的

事業内容

整理番号 15 - 003

中百舌鳥都市拠点産業集積促進補助金

事業期間 　H　～　H　　

平成24年度決算額

9,400

1 局・課名 産業振興局・産業政策課4 5
1 (単位　千円)
2

項目

マスタープラン
３つの挑戦

低炭素
マスタープラン

施策番号
4

区分
新規・拡充 6

6


